
＜等差数列＞　初項Dもしくは �D 、公差G、項数Q、末項Aとする。１

一般項： QD  

和①：　 Q6  

和②：　 Q6  　�末項Aを用いて�

＜等比数列＞　初項Dもしくは �D 、公比U、項数Qとする。２

一般項： QD  

和①：　 Q6  　�ただし、U
��

和②：　 Q6  　�ただし、U
��

＜等差中項＞���D���E���Fが等差数列をなすとき、EをD���Fで表すと、３

　　　　　　　

＜等比中項＞���D���E���Fが等比数列をなすとき、EをD���Fで表すと、４

　　　　　　　

＜階差数列＞５

Q� のとき、一般項： QD  

Q　①Σ記号の後ろに付ける式は、階差数列の一般項である。

　　②Σ記号は分配できる記号である。　

＜Σ�シグマ�記号＞　④のFは定数とする。６
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U　Σ記号の後ろに数列の一般項を置くことで、その数列の和を求め

　　　ることが出来る。

＜和から一般項＞７

①　  

②　Q� のとき、一般項： QD  
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